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　　The　1970’s　are　called　a　decade　of　information　science　and　technology．　Since　librarians

handle　information　contained　in　books　and　other　library　materials，　they　should　keep　up　with

the　progress　of　these　days．　But　individual　librarians　and　information　officers　have　so　many　dif－

ferent　opinions　and　attitudes　toward　information　science　and　technology　that　we－feel　lost．

With　the　hope　of　getting　some　suggestions　about　how　and　where　to　proceed　in　these　rapidly

changing　days，　the　author　tries　to　examine　the　objectives　and　activities　of　ASLIB，　SLA，　ASIS

and　FID，　the　representative　organizations　to　which　individual　librarians　and　information　officers

gather　together　to　improve　their　skills　and　theories　and　the　profession　at　large．
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　我々は現在情報の洪水の中に生き，1970年代は情報の

社会であり，1970年9月にはコンビュー・タと通信回線

を結合した加入データ通信サービスが発足し，一「情報元

年」であるといわれる。図書館員は図書館にあって本，

雑誌等の図書館資料の収集，整理，提供にあたっている

が，図書館資料の提供とは資料の中に含まれている情報

を提供することであるとすれば，図書館員は情報を扱う

ことを仕事とする専門家で，情報の社会における中心的

存在であると断言したいところであるが，世間一般の図

書館員のイメージはあいかわらず地味で片隅の存在であ

る。世間の思惑はさておき，情報の時代といわれる今日，

図書館員は何をなすべきか，図書館とは何か，情報学と
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は何か，その両者はどのようにかかわりあっているのか

等をしっかりと掴んで，確固たる歩調をもって日々の仕

事に従事してゆきたいと願う。図書館学については一一・時

代前に図書館学は学問としてなりたつのか，単なる技術

であるのかというような論議が行なわれたが，今ではそ

の点についてはあまり論争されず，あらたに起った情報

学について色々な意見が出ている。米国の情報学の動向

を年毎に総括しているレヴュe・・一・・誌Annual　Review　of

Information　Science　and　Technologyによっても第

1巻の序文で編者のCuadraは「情報過程にたずさわる

人々の経歴の多様さから，情報学の範囲，限界，その母

体となるもの，基本的性格，その将来については，各人

で一致する部分が非常に少ない」1）と述べ，同じReview

の第2巻では，情報学の定義づけをあせらないで，多く

の人々の努力で次第にかたまって来るのを待つ方がよい

という意見が紹介されている。2）日本でも情報学につい

て論じた本はたくさんあり，最近では北川敏男氏の「情

報学の視座」という本が出たが，この本では図書館学に

ついては，情報学が関連をもつ一分野であるとして，数

学，論理学，言語学等と一緒に言及されているのみであ

る。約50年前社会学という学問分野が今日のような形を

とるまでにやはり混とんたる過程をたどったといわれて

いる例を見ても，情報学のかたまるにはもう少し日時を

要するように思われる。そこで図書館・情報学とは何ぞ

やという理論を追求することはしばらくおいて，現実の

活動の中から図書館・情報学の発展に寄与した力を探し

出して，我々の進むべき方向を見出す参考にしたいと考

える。個々の図書館員や情報担当者の意見は様々であ

り，個々の図書館や情報センター等の活動は千差万別で

あるとしても，それらの人々や機関が集って作っている

団体にはおのずから一定の目標があり，活動方針がある

ので，図書館学と情報学をひっくるめて一体のものと考

えた時それと最も密接な関係にある二，三の団体のあり

方を探ってみることとする。

Ie　ASLIB

　ASLIBはAssociation　of　Specia1　Libraries　and

Information　Bureauという名称で1924年英国で創立

された。第一次世界大戦終了後冶金業界ではこの分野の

技術文献を組織的に探索する必要にせまられ，冶金学関

係学会の人々が相互に協力することについて意見交換の

機会を作るためにHertfordshireのHoddesdonにお

いて会議を開き，新しい学会を作ることを決定した結果

生れたもので，その目的は「社会諸般の出来事，商工

業，すべての技術，科学に関する知識と情報を組織的に

利用することを促進する」ことであった。

　創立以来初期の段階では活発な活動を行ない，1928年

には　・4slib　directory，αguide　to　sources　of　sPe－

cialiged　information　in　Great　Britain　and　lreland

を編さんし，Central　Library　for　Studentsを現在の

National　Central　Libraryに発展させることに貢献し

た。1949年にはBritish　Society　for　International

Bibliographyと合併して現在のAslibの名称にかえた。

　会員と組織

　Aslibの会員は団体会員と個人会員とからなり1940

年には300，1950年1，000，1966年2，800と漸増した。

会員の80％は英国の会員であるが，ほとんど世界中の

国々に会員がいる。英国以外の会員では米国とカナダに

180ある。英国会員を分析すると，商工業関係団体35％，

公共図書館および国立図書館11％，政府機関9％，大学

14％，その他の非営利団体15％，残り16％は個人会

員である。

　Aslibの最高機関はCounci1（評議員会）で主として

英国の会員の中から選挙された者で構成されている。評

議員会で決定された方針は理事長の責任において執行さ

れる。決定される事項は会議，専門職員の教育，国際関

係，出版，情報活動および関連分野の研究等にわたる。

　Aslibの支部はスコットランドとイングランド北部，

中部の3支部がある。また専門主題を追求するグルーープ

があり，1970年現在，航空，視聴覚，生物学，化学，

電子計算機利用，　コーディネート索引，経済，電子工

学，工学，社会科学，技術関係の翻訳，織物，交通の14

のグループがある。

　会員に対するサービスと活動

　Aslibは英国における専門図書館活動の集中点とし

て，会員である機関相互の協力により，個々の会員では

入手できない情報を提供し，共同の活動として集会や会

議を開催する。主な活動を列挙すると次の通りである。

　質問サービス。会員が技術的な問題，経済問題その他

の問題を質問すると，Aslibは直接解答は与えないけれ

ども，解答を含む出版物を示したり，情報源を紹介した

りする。

　図書館。専門図書館関係および情報学関係雑誌は約

300種あり，その他の資料の中には英国ではこの図書館

にしかないという貴重な資料も多い。会員は無料で借り
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ることができる。

　相談。会社等の機関で機関内に図書室とか情報部局を

新設したり，すでにあるものを改組しようとするような

時，Aslibに勧告を依頼したり顧問となってもらうこと

ができる。

　出版物

　現在逐次刊行物としては次の4種類出版されている。

Journαl　of　Documentalion　季刊。情報の記録，組織，

　伝達等に関する技術にかかわる学術的に程度の高い論

　文を収録している。

Aslib　Proceedings月刊。　Aslibの集会，会議で行なわ

　れた報告，発表論文，活動に関する記事等を載せる。

Aslib　Book－List月刊。英語で書かれた科学，技術関係

　推薦図書の分類別リストで簡単な解題がついている。

lndex　to　Theses年刊。英国とアイルランドの大学の学

　位論文の分類別リスト。

　単行本としてはHandbook　of　sPeciαl　librαrianship

αnd　information　workやAslib　directo　ry等情報担当

者に有用な出版物が出ている。

　教育

　Aslibは司書資格，情報官の資格というようなものの

附与は行なわず，また長期の教育は行なっていない。し

かし初心者のための短期講習とか，上級の人々に特定分

野の集中講習を行なう。例えばロシア語文献の収集と利

用，特許資料の取扱い，高度の分類法等である。

　相互貸借

　機関会員は直接またはAslibを通して相互貸借を行

なう。

　翻訳索引

　外国の科学技術論文を多くの機関で翻訳しているが，

そのうち出版されていないものを記録しておいて，二重

に翻訳する無駄を省くためのチェックリストを作ってい

る。約15万件の論文を記録し年々8000件くらいつけ加

えられる。

　翻訳者名簿

　語学力および科学技術の専門知識をもったパートタイ

ムの翻訳者が約250名登録されていて，会員は主題なら

びに言語の種類に応じて適当な翻訳者を紹介してもらう

ことができる。

　索引者名簿

　各専門主題の索引者の名簿もできている。人数は少な

く，いずれもパートタイマ・一一であるが，登録されている

人は主題知識と索引の実務の経験を兼ね備えている。

　就職斡旋

　専門図書館や情報部門に職を求めている人びとには

Aslibに登録することをすすめ，適当な求人があり次第

紹介する。

　複写サービス

　出版された資料を購入することができない場合，その

資料をもっている図書館を教え，著作権の問題が解決す

れば，その資料のマイクロフィルムまたはハードコピー

を供給するサービスも行なう。英国内にない場合は諸外

国のセンタt・・一・一へ交換を申し込んで入手する。

　会議と集会

　年1回の大会や，各種の集会を開催し，会員が集って

論文を発表したり討議したりする機会を作る。各種専門

主題に関する会合も随時開かれ，支部やグループの会議

も開かれる。どの会合も内容の充実したものが多く，発

表論文や討議の模様はAslib　Proceedingsに掲載され

る。

　研究活動

　研究部は政府のDepartment　of　Scienti丘。　and　In－

dustrial　Research（科学工業研究省）より財政難援助

を得て1959年に創設され，研究委員会の承認を得たプ

ログラムに従って，同省の同意を得て調査研究を行なう。

研究テーマは広い範囲に及ぶが，専門図書館，情報サー

ビスの場面で起る問題，特に情報の発生から利用までの

流れの中で，その流れをはばむものの研究が行なわれて

いる。すでに終了し報告されているもののうちいくつか

の例を挙げると次のようなものがある。

　　Survey　of　information／library　units　in　industrial

　　　and　commercial　organigations．

　　Foreign　langzaage　barrier　in　science　and　lech－

　　　nolog：ソ．

　　Does　your　firm　need　its　own　information　ser－

　　　vice？一一an　investigation　carried　out　under

　　　contract　for　O．　E．　C．　D．

　　Literature　searching　by　research　scientists．

　　Technical　libraries：　users　and　their　demands．

最近の研究では図書館業務の機械化の問題に力を入れて

いる。

　研究部ができる以前からAslib／Cranfield　Projectと

して索引システムの効率の比較研究に関する研究計画が

継続して行なわれ，このプロジェクトの研究成果として

は次のようなものがある。

　　Aslib　Cranfield　research　Pro7’ect；　report　on　the
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　first　stage　of　an　investigation　into　the　com－

　parative　・ethciency　of　indexing　systems．　1960．

RePort　on　the　tesling　ana　analysis　of　an　in－

　vestigation勿’000吻α7’ativeθガ7ciency（ゾ勿一

　dexing　systems．　1962．

Factors　determining　the　Performonce　of　index－

　ing　systems．　1968．

The　effect　of　variations　in　relevance　assesments

　勿60吻αrαtive　exPerimental　tesls（ゾindex

　language．　1970．

　他団体との協力

　Aslibは英国の内外で多くの団体と緊密な関係を結

び，International　Federation　for　DocUmentationに

は英国代表の会員として参加しており，International

Federation　of　Library　Assocation，　lnternational

Standards　Organization，　Unesco等の活動には深い関

心をもってともに歩んでいる。国内ではBritish　Stand－

ards　lnstitution，　British　National　Bibliography，

National　Central　Library，　Committee　of　Directors

of　Research　Associations，　National　Lending　Library

for　Science　and　Technology，　National　Reference

Library　of　Science　and　lnvention，　National　Book

League等の団体に代表を送っている。したがって，

Aslibは人類：の蓄積された知識の効果的利用に関するあ

らゆる面で影響力をもつ団体であるといえる。

II．　SLA

　英国のASLIBに対応する米国の団体としてはSLA

（Special　Libraries　Association）をあげることができ

る。SLAはその名の通り米国の専門図書館協議会で，

歴史はASLIBよりも古く，1909年のAmerican　Li－

brary　Associationの大会におおいてNewark公共図

書館の館長John　Cotton　Danaを中心とする26人の

図書館員によって結成され，Danaが初代の会長となっ

た。当時図書館は学術的で古風で浮世離れのした存在で

あったが，どんどん発展する商工業界の要人達は印刷資

料の重要性を認識し，専門図書館という新しいタイプの

図書館を発展せしめた。DanaはNewark公共図書館

に商工業対象の分館を作り，またSLAをALAの組織

の一部とするよう努力したが，ALAに受け入れられず

いたく失望した3）。

　　SLAは創立と同時に活発な出版活動を開始し，機関

誌Special　Librariesを創刊し，索引類を作成する計画

をたて後にPublic　Affairs　Information　Service，　In－

dustrial　Arts　Index，　New　York　Times　Index　とい

う形をとって結実した。

　第二次大戦までは専門図書館は主として社会科学方

面，すなわち経済，金融，政治関係分野で活発であった

が，戦後科学，技術が重要視されると，工業，軍事方面

の技師，科学者，研究者を対象とする専門図書館が急増

した。1970年代に入った現在，SLAは国際的な団体と

して7000人の会員を擁し4），それらは研究機関，銀行，

製造業，通信報道，広告業，金融，保険，政府機関，病

院，運輸，博物館・美術館，商業等の方面の図書館，情

報センターの専門職員として活躍している。

　SLAの目的は，「情報の収集，組織，伝達を通して

知識を活用することを奨励発展させる；専門図書館また

は情報センターの有用性と能率を高める；情報サービス

の分野の研究を奨励する；専門職の基準を高めてゆく；

会員相互の連絡をよくする；関連団体と協力する」こと

にある。これらの目的を端的にいえば“Putting　know－

ledge　to　work”（知識を生かして使う）という協会の

スローガンであらわされる。

　組織。協会の方針や活動の内容は，選挙された12人の

理事からなる理事会で決定する。支部長，部会長，委員

会長によって構成する顧問会議（Advisory　Counci1）は

会員の意見を理事会の決定に反映させ，理事会を助ける。

委員会は協会長によって任命され，協会全体としての方

針や活動方針について進言する。教育，出版，PR，専

門職の基準，賞，翻訳等にかかわる50以上の委員会が設

置されているが，近頃ではその数がふえすぎて，分担任

務がかさなりあったり，関係が複雑になりすぎているの

で，委員会に関する委員会をつくって全委員会を再検討

し，統合，合併をはかっている。

　支部。協会は全米とカナダを地理的に37に区分して37

支部を設け，全会員は自動的にその居住する地域または

勤務している地域の支部に所属する。各支部はそれぞれ

役員を選出し，機関誌やニュースレターを発行し，会合

を開く。　その他独自の計画をたてて活動する。　たとえ

ば，地域内でとっている雑誌の総合目録を作ったり，研

究集会を開いたりする。支部活動についての近頃の問題

の1つは，専門図書館員の仕事量がふえて職員数はへっ

ているので，協会の活動に時間をさくことがむつかしく

なっていることである。
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　協会は更に主題分野または図書館の種類によって23の

部会を組織している。主題別部会としては，広告，宇宙

科学，生物学，商業・金融，ドキュメンテt一一一・・ション等，

館種別としては軍図書館，博物館等がある。各部会はそ

れぞれ役員を選出し，部会報を発行し，大会の期間中に

はそれぞれ専門部会を開いて活動する。

　協会の年次大会は毎年初夏に行なわれ，総会，事業計

画会議，専門部会，優秀な専門図書館，情報センターの

見学，大規模な展示会等が開かれる。

　活動。協会の諸活動は各種委員会とその専門職員によ

って行なわれる。

　相談。専門図書館や情報サービスの新設，拡張，模様

がえ，運営等について無料で相談にのり，助言する。

　就職斡旋。協会の就職サービスと支部の雇傭担当者

は，人を求めている企業や機関に適当な有資格者を紹介

し，仕事を求めている会員には職を斡旋する。このサー

ビスは’協会に求人の幹旋依頼を登録してある機関と会員

に対しては無料である。

　特殊主題分類センター。専門主題を扱う図書館や専門

分野のコレクションをもっている所で資料を組織するた

めの助けとなるように，オハイオ州クリーブランドの

Case　Western　Reserve　Universityの図書館学校内に

特殊分類センター（Special　Classi丘cation　Center）を設

けてある。各種の分類：表，件名標目表，セソe・一一一・ラス，索

引等1500点以上集めてあり，それらを借り出したり複写

コピーを作ってもらうことができる。これらの資料をリ

ストし簡単な説明をつけたものが，Selected　materialS

in　classification：　A　bibliography，　compiled　by

Barbara　Denison，1968として出版されている。

　翻訳センター。科学・技術，工学，医学等の分野の外

国および国内の翻訳で出版されていないものについて，

収集，保管，利用に供するサt一’・・一ビスを行なう。1959年か

らは，連邦科学技術情報交換所　（Clearinghouse　for

Federal　Scientific　and　Technical　Information）との

共同運営となり，毎年1万件程の翻訳を集め，これらを

索引してTranslations　Register－lndexとして半月刊

で出版している。このセンターは政府と財団の補助金に

よって維持され，事務所はシカゴのJohn　Crerar　Libr－

aryにおいてあり翻訳の注文や投稿はここへ申し込む。

　出版活動

　協会発行の定期刊行物は次の4種である。

SPecial．Libraries年10回発行。’協会の機関誌で，論

　文，報告，ニュース，新刊書の書評等を載せる。

Scientific　Meetings年3回発行。科学，技術，工学，

　医学，経営・管理に関する国内および国際会議，コロ

　キァム，シンポジウムその他の会合予定をアルファベ

　ット順，日付順にリストしてある。

Technical　Book　Review　lndex年10回発行。2500種

　余の雑誌にあらわれた科学技術関係図書の書評を集め

　てある。

Translations　Regisler－lndex

　教育活動

　協会は公認された大学院課程の図書館学校で専門図書

館学または情報学を学ぶ人のための奨学金を設けてい

る。1970／71年度には3口の奨学金があり，これに対し

て500人からの照会があり5），米国社会の経済的困難の

一端を示している。

　他団体との協力

　協会長の任命する約40名の’協会代表が関係諸団体に送

られている。それらの団体の例をあげれぽ次の如くであ

る。American　Association　for　the　Advancement　of

Science，　American　Standards　Association，　lnterna－

tional　Federation　of　Library　Associations，　Council

of　National　Library　Associations，　Congress　for　ln－

ternational　Progress　in　Management．

　以上でSLAの概要を述べたが，SLAは歴史も古く，

米国内外の専門図書館の分野で真に指導的な役割を果

し，充実した活動を行なっている。ごく最近の傾向とし

ては，専門図書館全般としても協会自身としても財政難

と人手不足が目だち，協会のための活発な活動を行なう

ことの困難が訴えられている。また次章に述べるASIS

との合併の問題も起っているが，情報学と専門図書館と

の関係，それぞれの概念規定において意見の一致を見ず，

簡単には結論が出ない模様である6）。

III．　ASIS

　ASIS　（American　Society　for　lnformation　Science）

は米国ドキュメンテーション’協会の発展したもので，

1968年まではADI（American　Documentation　Insti－

tute）と称し，創立は1937年である。米国農務省のSci－

ence　ServiceとBibliofilm　Serviceとがドキュメンテ

ーションに力を入れており，そこへ化学財団が科学文献

の書誌作りやマイクロ写真技術の発展のために寄附金を

出したのでドキュメンテーション協会を設立することが

できるはこびとなった。最初68の加盟団体で発足し，活
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発な活動を開始した。マイクロ写真を読む機械を開発す

るための研究を行ない，珍しい雑誌をマイクロフィルム

におさめて保存することをはじめ，第二次大戦中は入手

困難なアジアの科学雑誌の提供を行なったりもした。

1947年にはFIDと関係を保つようになり，1950年には

季刊の雑誌American　Documentationを創刊してドキ

ュメンテーションに関する論文発表，情報交換の場を作

った。1952年には協会の規約を改正して個人も会員にな

れるようにし，ドキュメンテーションに関心をもつ人々

のための全国的な専門機関となった。1950年代のパンチ

カP一・一・一ドシステムの発達や電子計算機の発達につれて，文

献探索の機械化や索引作業の機械化の可能性が追求され

るようになり，会員は次第にふえて，1959年から1967年

までの8年間に約4倍となり，2，200会員をかぞえた。

その内訳は個人会員85％，学生会員13％，機i関会員2％

である。会員は色々な活動に従事する人々を含み，たと

えば，マイクロ写真，自動索引，文献探索のためのオン

ラインシステムの設計，図書館・情報システム分析，情

報センターの経営，基礎科学および応用科学の情報要求

および利用の研究，計算機言語，インフォーメーション

ネットワークの設計，専門分野の分類および索引システ

ムの開発等がある。会員のたずさわっている仕事は色々

であるが，共通の焦点は情報伝達の全プロセスの中に集

っている。

　目的

　この会の目的は，会員の種々な能力や知識を情報伝達

の環の問題に集中するような状況を作り出すことにあ

る。この過程は情報の発生からその利用によって更に新

しい情報を創り出すまでのサイクルであるとみなされ

る。このサイクルの中には情報の編集，出版，組織，探

索，伝達，利用の問題が含まれる。これらの過程には多

様な専門的技術や資財や，それぞれの中間的目標もある

複雑な過程であるから，ASISの関心は多くの学問分野

にまたがる研究，開発，実践にある。この会の最も基本

的な目的は，情報伝達に関する種々の問題ととりくん

で，基礎研究と現場の作業システムとの橋渡しをするこ

とである。

　この目的を達成するためにASISは研究開発に関する

編集，出版，出版物の配布を行ない，年次会議や討論会，

シンポジウム，支部会議，専門主題の会合等を開き，情

報学の研究開発プPジェクトを行なったり，指揮監督す

る。

　専門グループと支部

　特別の主題について討議したり研究したりするグルー

プとして1970年現在次の12のグループがある。芸術・人

文科学，情報科学教育，分類研究，図書館の機械化とネ

ットワe・・一・一・ク，情報分析センター，機械言語処理，複写技

術，生医学および化学情報システム，行動科学と社会科

学，SDI（選択的情報提供），原価・予算・経済，非印刷

媒体。

　ASISは全国各地に13の支部があり，各地誌面にフォ

t一一一・ 宴?を開いて地域の会員の意見の交換を行なってい

る。また，コロンビア大学，首都ワシントン地域の大学

群，ウェスタンリザーブ大学等に7つの学生支部があり，

教員の指導のもとにフォーラムや討論会を開いている。

　組織。役員は，会長，次期会長当選者，会計，書記長

の4人からなり，これら役員と前会長，4名以内の参与，

各専門部会の代表と各支部長によって協会は運営されて

いる。首都ワシントンに事務局をおく。

　活動とサービス

　前述の協会の目的を達成するために多面的な活動を行

なっている。

　出版活動。最近の研究・開発の報告，活動報告等を会

員や関心ある人々に伝達するチャンネルとして出版され

ているもののおもなものをあげれば次の通りである。

Journal　of　the　American　Society　for　lnformation

　Science隔月刊。1950年に季刊Americαn　Documen－

　tationとして創刊され，研究論文や報告を収録し，米

　国の図書館・情報学関係雑誌としては最も重要なもの

　である。協会自身の名称の変更により，この雑誌の誌

　名も1970年より現在のものとなり，発刊頻度もふやさ

　れた。

ASZS　Newsletter隔月刊。会員には無料で配布され，

　協会の公式の活動，支部や専門部会の計画，政策の討

　議等が載せられている。

Handbookαnd　l）irectory年刊。会員名簿で住所，略

　歴，所属する支部，専門部会，役員等を含む。

lnformαtion　AbstrαclS隔月刊。・Oocumentation・4b－

　strαctsを改題したもので1966年創刊。ドキュメンテ

　一・一一・ショソとその関連分野の文献をできるだけ網羅的に

　集めて抄録してある。

Annual　Review　of　Jnformntion　Science　and　Teclz－

　nology年刊。情報の科学・技術の最新の動向を1年

　毎に集大成したもので，1966年の創刊。情報科学・技

　術の調査研究のためには不可欠のト7一ルである。

年次会議の議事録。年次大会によせられた論文のうち主
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　要なものを集めて刊行している。この議事録は会議の

　スケジュールにあわせて，会議の前に入手できるよう

　にし，会議における討論を充実させるよう努力が払わ

　れている。1963年忌出版された要録Automation　and

　Scientific　Commzanicαtionは電子計算機設備により機

　械的に印刷された最初のものであるといわれる。1964

　年度の議事録はParαmeters　of　lnformαtion　Science

　という題であるが，これを議事録の第1巻とかぞえ，

　現在第7巻まで出ている。

　大会とは別にしばしば特定の主題についてのシンポジ

ウムが開催され，その要旨が出版される。たとえぽ1965

年前バージニア州のワレントンで開かれたシンポジウム

の要録は，Education　for　lnformation　Scienceという

題で刊行されたが，これは情報科学教育の問題が論ぜら

れる場合必ず引用される文献の一つであるが，絶版にな

っている。

　以上のほか単行本としてはH．・P．Luhn：Pioneer　of

lnformαtion　Scienceがあり，これは情報科学の先覚者

ルーンの著作，伝記その他を集めたものである。

　補助出版物サービス　（Auxiliary　Publications　Ser－

vice）これは論文の基礎となる膨大なデータの出版の問

題を解決するためのサービスで，1937年に創められたも

っとも古いサ・・・…ビスである。雑誌編集者はしばしば，基

礎データの量があまり多いため論文そのものの掲載をこ

とわらねばならない場合があるので，データの方はAux－

iliary　Publications　Serviceに委託しておき，発表した

論文にはデータソースを示しておいて，関心をもった読

者には必要に応じてデータを参照してもらうという仕組

である。現在では約100種の雑誌や協会がこのサービス

を利用してデータを預けている。現在このサービスは議

会図書館の複写サービス部で行なわれ，要求があればマ

イクロフィルムまたはハe一一・・ドコピーを提供する。

　集会

　年次大会やシンポジウムは，色々な方面に関心をもつ

多くの人’々にコミュニケr一一一・ションのチャンネルを開き，

集会のもち方の実験場ともなっている。たとえばニュー

ヨーク州の支部は地域が広く会員は遠く各地にちらばっ

ているので，テレコミュニケーションネットワーークを使

った独自な会議を開き，おもな発言者はカナダのトロン

トに集ったが，聴衆はニューヨe一一・一ク州各地にいて発言を

きき，ツ・一ウェイコミュニケーション設備により，会議

中にその場から質問することができるような試みを行な

った。

　就職斡旋サービス

　大学の新卒業生や正会員の就職の斡旋を行ない，年次

大会期間中は会場に斡旋事務所を特設する。

　他団体との協力

　American　Federation　of　lnformation　Processing

Societiesの会員となっており，1967年現在で18の国内

および外国の団体と関係をもち，American　Standard

Instituteに代表を送っている。

IV．　FID

　FID　（lnternational　Federation　for　Documentation

＝Federation　International　de　Documentation）は非

営利的な民間団体で，その前身であるInstitut　Interna－

tional　de　Bibliographic（IIB）ばベルギーの首都ブラッ

セルの法律家Henri　LaFontaineとPau10tletによ

って1895年9月2日に創立された。2人はともに国際主

義者で，知識の統合と科学の総合を求めるエンサイクロ

ペディストであった。彼等は包括的な世界書誌をカード

形式で作りたいと考えた。この全世界的収集には，書誌

的データを主題によって分類するための標準的分類体系

が必要であると考え，また，カードの大きさも一定にす

べきであると考えた。標準的分類体系を作るためDe－

weyの十進分類表をもとにしてその科学の分野を展開

し，更に分類理論に従って従来の平面的分類にとどまら

ず多次元的な分類手法を取り入れてClassi丘cation　D6－

cimale　Universelle（UDC）を作った。　UDCは世界で

最初の多次元的分類表であると同時に，はじめて分類記

号の中にコロン（：）を使ったので最初のコロン分類：法

であるともいえる。初版はManuel　du．RiPerloire　Bib－

liograPhique　Universelleとして1905年に出版された。

　第一次世界大戦後，主として経済的な困難により

14，000，000枚におよぶ世界書誌のカード目録の作成を中

止した。しかし1928年から1959年までFIDの書記長を

勤めたオランダのFrits　Donker　Duyvisの指導により

UDCの改訂，展開等の努力は続けられ，数か国語によ

る国際十進分類表ができた6その上UDCの変更，展開

等に関する各国の委員会の国際的ネットワークが作られ

た。1924年にはDuyvisの提案により，　FIDの規則を

かえてこれまで個人の集りであったものを団体の連合体

とし，1932年よりInternational　Fede「ation　fo「Do卿

cumentationと現在の名称をとなえるようになった。

　目的

　現在FIDが目標とするところは，国際協力によって
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ドキュメンテt・・一一一ションの発展を促進することにあり，具

体的な目的として掲げているものは次の通りである。

　1）　ドキュメソテe一一一一一ションの問題に関心をもっている

団体と個人を国際的に組織し，彼等の努力を調整する。

　2）ドキュメンテーションのあらゆる面での研究，組

織，実行を促進し，国際的ネットワークをつくる。

3）

4）

う。

5）

会員である団体の活動の指針をつくる。

会員である団体の活動に適切な情報の交換を行な

ドキュメンテーションに関する国際会議その他の

会合を開く。

　6）　ドキュメンテーションに関する逐次刊行物その他

の刊行物の出版，販売，配布を行なう。

　7）　関連分野の国際団体と協力する。

　8）　ドキュメンタリストの教育およびドキュメンタリ

ストという職業についての問題の研究。

　9）上に述べたような目的を達成するための法的措

置，その他の措置をとる。

　会員

　会員には正会員と準会員の2種あり，正会員は国を代

表する団体または専門分野を代表する団体である。準会

員はFIDの目的に賛成する団体または個人で推薦され

たものと国際団体とがある。

　正会員はヨー一　Pッパにベルギt・一一一，ブルガリア，チェヅ

コスロバキア等，21，南北アメリカ大陸にはアルゼンチ

ン，ボリビア，ブラジル等11，アジア・オセニアにはオ

ーストラリア，韓国，インド，日本等10，アフリカには

モロッコ，ニゲリア等5，で，総計47会員である。準会

員は5ある。

　組織・機構

　総会（General　Assembly）がFIDの最高；機関で，

国を代表する正会員と準会員とによって構成し，少くと

も2年に1度は総会を開き各会員が1票ずつの投票権を

もつ。総会は評議員（Councillor）を選出し，活動方針や

計画をつくり，各種委員会を任命したり解散したりする。

　評議i員会（Counci1）は，議長，副議長2名，会計，

ベルギーの会員，その他の評議員からなり12名以内の評

議員で構成する。少なくとも年1回の評議員会を開く。

　執行委員会（Executive　Committee）は評議員会で

決定した事項を執行する。評議員議長と2人の副議長と

会計との4人で構成する。

　各種委員会。ドキュメンテーションの特定の分野をカ

バ・一するために各種の委員会が設けられている。そのお

もなものをあげれば次の通りである。

　Central　Classification　Committee　（FID／CCC）　1924

年設立，1960年と65年に改組。UDCに関する最高の権

威をもつ機関で，各国語のUDCの編集者とその他の委

員とからなる。分類体系の中の主な分野，たとえば，哲

学・宗教，社会科学，数学，物理，化学等をカバーする

小委員会が30ちかく設置されている。

　Reserch　on　the　Theoretical　Basis　of　lnformation

（FID／RI）1965年設立。

　Classi丘cation　Research（FID／CR）1946年設立，1962

年改組。分類：の基礎をなす理論を研究する。

　Theory　of　Machine　Techniques　and　Systems

（FID／TM）1952年設立，1961年および1966年改組。

　Operational　Machine　Techniques　and　Systems

（FID／OM）1952年設立，1961年と66年に改組。

　Linguistics　in　Documentation（FID／LD）1960年設

立，1967年改組。

　Info「mation　fo「Indust「y（FID／II）1959年設立，1967

年改組。

　Education　and　Training（FID／ET）1953年FID／TD

として設立，1959年改組1971年改称。

　Developing　Countries（FID／DC）1966年設置。

　会議。FIDの総会は通常2年に1回開催され，総会と

同時に評議i員会，各種委員会，その他のFIDの機関の

会合等が開かれる。これらを総称してFID，　Conference

と呼ぶ。最近の会議は，1964年オランダのヘーーグ，1965

年米国ワシントン，1966年へ・一グ，1967年東京，1968年

ヘーグ，（1969年は開催されず）1970年南米ブエノスア

イレスでそれぞれ開催された。

　すべての会議の概要報告は機関誌FID　News　Bulle－

tinに発表されるが，年度によっては詳しい議事録が出

版されることもある。

　出版物

　FID刊行の逐次刊行物としては

　FID．ZVe　ws　Bulletin，1951一　　月刊

　FID　Yearbook

がある。季刊でRevue　Jnternαtionαl　de　la　Documen－

tαlionが出版されていたが，1965年で中止された。その

他の出版物については，FID　Publicntions　Cαtalogue

が毎年出るのでこれを参照すれぼよいが，最も重要なも

のは国際十進分類表の各版およびガイドなどのUDCに

関するものであろう。その他には会議の議事録，情報科

学，ドキュメンテーション文献複製，機械化，標準化，
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教育，ディレクトリー，抄録，索引，専門書誌，分類研

究等の分野の出版物があり，FIDはドキュメンテーショ

ン関係出版物の重要な出版者の1つである。

V・その他の団体

　以上ASLIB，　SLA，　ASIS，　FIDと4つの団体につ

いて，その概略を見て来たが，これらの他に我が国に密

接な関係をもつ図書館協会としては，米国のALA
（American　Library　Association），英国のLA（Library

Association）があり・，これら図書館協会の連合体として

IFLA　（lnternational　Federation　of　Library　Asso－

clatlons）がある。このうち，　ALAは近頃の科学技術

の発達にもっとも敏感に反応し，各タイプ別図書館の部

会や，仕事の分野別のほかにInformation　Science　and

Automation　Division（ISAD）を1966年に創設した。こ

れは電子計算機によるデータ処理や図書館業務の機械化

に関する部会で，この分野での研究や基準を作ることに

努力し，フォーラム・討論会等を開ぎ，1968年からは機

関誌ノburnαl　of　Libra．ry　Automalion（季刊）を創刊

した。ALA全体の組織，機構，行事等についてはALA

Organigalionevl　informαtion，1970－1971に詳しい。

　LAの全貌を知るためのまとまった文献はないが，同

協会50周年記念会議の要録や，Yearbook，　E．　A．　Savage

のA励γα7毎π’smemories等を見ればその歴史や活

動がわかる。

　IFLAについてはrlFLAの組織とその活動」という

本が日本図書館協会から発行されている。

　情報学に関係のある組織としては，IFIP（lnterna－

tional　Federation　of　lnformation　Processing），　ICSU

（lnternational　Council　of　Scientific　Uni　ions），　UNI－

SIST　（World　Science　lnformation　System）．　ACM

（Association　for　Computing　Machinery）（米国）等が

ある。

　IFIP（国際情報処理連盟）の目的は，数学的，工学的

側面も含めた情報処理に関する国際会議を開催し，国際

委員会を設け，情報処理の分野での国際協力を推進する

ことにある。部厚い会議の要録が発行されている。ICSU

（国際学術連合会議）はUNESCOとの共同事業として

UNISIST（世界科学情報システム）を結成し，世界的

に科学技術の全分野にわたるネットワーク作成の計画を

推進することを目指している。

結 語

　以上のように見てくると，我々図書館員とか情報担当

者というものは1人1人の個人としてできることは極め

て小さく無力で，しかも要求されていることは巨大なの

で，組織を作って’協力し，個々の組織は更につながりあ

ってネットワークを作り，世界的な規模で情報に関する

網の目をはるという方向に進み全世界が密接につながっ

て来た。このような情勢の中で我々がもっていなければ

ならない知識は，語学，数学，電子計算機，通信工学等

々広い分野にわたり，語学1つをとってみても孤立した

1人の人間としてはその無力さに絶望的になるが，上述

の諸団体が行なっている翻訳サービス等を見ても，組織

の中の1員として仲間と共に活動してゆけば問題解決の

道は開けてゆくように思われる。広い視野に立つと同時

に足もとを見つめて地道な活動を続けてゆきたいと思

う。
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